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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
9 * 0 1 2 7 0 0 3 1 4 5 2 2 0 0
11 * 0 0 6 11 1 1 2 0 5 5 0 0 0 0
17 0 0 2 4 7 0 0 1 0 2 2 2 5 1 0
20 0 0 1 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
32 0 0 0 2 3 2 4 0 1 1 2 1 0 0 0
35 0 0 0 0 3 1 2 0 1 2 3 0 1 0 0
64 * 0 3 4 5 4 4 1 0 6 6 0 1 1 0
79 * 1 1 1 2 2 2 4 0 2 2 0 1 0 0
82 0 4 6 0 1 1 2 2 2 1 3 2 1 1 0
91 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
99 * 1 3 7 14 1 2 2 2 17 19 0 1 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 3
9 20 29 58 12 17 15 7 40 47 7 12 6 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 2 6 0 3 2 2 1 0 2 2 1 0 0 0
2 * 2 11 1 2 0 0 1 0 2 2 3 1 1 0
6 * 0 0 3 5 1 2 3 2 3 5 1 0 0 0
13 0 0 2 0 1 0 0 1 0 3 3 0 2 1 0
14 0 1 2 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0
15 * 0 1 3 8 2 4 4 2 3 5 2 0 1 0
17 0 0 2 0 1 0 0 0 0 3 3 2 0 0 0
22 * 0 1 2 5 0 1 0 1 3 4 0 0 0 0
31 0 0 0 3 7 1 4 4 1 0 1 1 1 0 1
33 0 3 5 1 3 0 0 1 3 2 5 1 0 0 0
34 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
55 * 2 4 3 5 1 2 2 0 4 4 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 3
10 35 16 40 7 17 18 9 26 35 12 5 3 1

2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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大城 琢磨 12
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記録 関西学生バスケットボール連盟
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中村 暸太 13 22
天日 慎吾

龍谷大学

主審 大野　哲広 副審 市川　雄介

勝ち点0コ ー ト

戦評
【総括】
互いにここまで勝ち星がなく、負けられない戦いとなった2部リーグ戦第4試合龍谷大学対芦屋大学。互いにオフェ
ンス力が持ち味のチームのアツい戦いとなった。序盤は終始決定力を欠く場面が多く見られ一進一退の攻防が続
いたが、固いディフェンスからの速攻や3Pシュートにより芦屋大が徐々にリードする。両者決め手がないまま後半へ
突入する。後半も膠着状態が続くと思われたが、勢いで勝る芦屋大に軍配が上がった。
【第1ピリオド】
両者は堅実なマンツーマンディフェンスによる譲らない展開となるが、芦屋大が#79安井の3Pシュートにから流れを
つくり#99高比良のガッツあふれるプレーから序盤をリードする。対する龍谷大は#15刈川や#55野村のスティールか
らの素早い速攻や、ドライブからの合わせが光る。また、1年#31西廣の個人技でも喰らい付く。第1ピリオドは13-19
の6点差で芦屋大のリードで終わる。
【第2ピリオド】
両者チャージングを取られ、嫌な始まり方となる。龍谷大は#6丸山の連続6得点により追い上げを見せるが、芦屋大
は第1ピリオドに引き続き#82中原の3Pシュートが続けて決まりすぐさま応戦する。しかし残り5分、龍谷大は#2高橋と
#33加地の3Pシュート が連続で決まり引き下がる。両者共にターンオーバーからの速攻を活かせず決め手を欠く場
面が多く見られ、膠着状態となる。残り1分、芦屋大は#64大城のバスケットカウントや固いディフェンスからの速攻に
より点差を広げ、28-41の13点差で前半を折り返す。
【第3ピリオド】
互いにミドルシュートにより多くのチャンスを作るものの、決定力に欠け再び4分間の膠着状態となる。残り5分、差を
ひろげたい芦屋大はゾーンディフェンスを仕掛け、相手のターンオーバーからの#64大城や#17中村の連続得点、
#82中原の3Pで22点差。龍谷大はたまらずタイムアウト。その後龍谷大は#2高橋や#0難波の3Pで追い上げを見せる
が、芦屋大#82の連続5得点や#17宮川の素早い速攻により寄せ付けない。59-37の芦屋大22点リードで最終第4ピ
リオドを迎える。
【第4ピリオド】
芦屋大は固いディフェンスからの速攻で連続得点。相手の流れを切ろうと龍谷大はタイムアウトをとり、#33加地、#15
刈川の得点で追い上げを見せるが芦屋大#99高比良、#11中村の連続得点によりすぐさま応戦する。残り5分、龍谷
大はオールコートマンツーマンディフェンスで勝負に出る。両者は走り合いにより点の取り合いを繰り広げるが、芦屋
大は上手く速攻に繋げ差は縮まらない。龍谷大#55の3連続3Pシュートにより意地を見せるが、芦屋大#91の3P
シュートが止まらない。オフェンス力が持ち味の両者の戦いは芦屋大が97-69で勝利し、上位リーグへの望みをつな
いだ。

試合ＮＯ

戦評 小林昇太郎、横田悠一郎(神戸大)
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